
宗教上の理由などにより輸血を拒否される患者様への基本方針 

 

当院では、宗教上の理由などによって輸血を拒否される患者さんに対して、以下の基本的方針に

従い対応します 

 

1. 宗教上の理由等により輸血を拒否する信念は、人格権を構成する信教の自由に基づく権利で

あることを理解し、尊重します。不必要な輸血は行わないことはもちろん、輸血以外の方法を

最大限に行い診察します。 

 

2. しかしながら、生命を救うため輸血が必要であり、輸血以外の方法では救命ができないと担当

者が判断した場合は、患者さんの生命を優先し輸血を行います。（「相対的無輸血」という方針

になります） 

 

3. 緊急時には救命を優先し、同意を得ることなく輸血を行うことがあります。 

 

4. 輸血の可能性がきわめて低い処置・手術等の診療においては、上記の方針を受け入れていた

だくべく最大限の説明をさせていただきます。 

 

5. 当院は、患者さんから提出される、「いかなる場合でも輸血をしない」という「絶対的無輸血」に

同意する文書には署名はしません。 

 

6. 上記の方針に同意して頂けない場合には当院での診療は困難です。転医をお勧めします。 

 

                                       

 


